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るのではないか、つまり、種子が成熟にいたる段階で、 

胚が完成して発芽能力をそなえてから休眠状態に入る前 

の段階にあった種子が、室温で発芽したのではないかと 

想像される。これは推測の域を出ないが、ォニバス種子 

の休眠性を考える上で興味深い事実と思われるので、こ 

こに記録しておきたい。
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「キシュウスズメノヒエ亜種」のこと 

角 野 康 郎

キシュウスズメ ノヒェは九州から関東にかけて分布す 

るイネ科の植物で、平野部の溜池や河川、水路などでよ 

く見かけられる。水辺に生えるだけでなく、水中まで浮 

島状になって広がっていることがしばしばである。そこ 

で私は、同じイネ科のウキシバやァシカ牛と同様に、キ 

シュウスズメ ノヒエも水草として扱っている。

各地から集めたキシュウスズメ ノヒエを比較研究され 

た宮崎大学農学部の池田一先生は、九州筑後川流域の 

「牛シュウスズメ ノヒエ」が、外部形態的にも他の産地 

のものに比べて著しく異なり、また染色体数においても 

他の産地のものが2 w = 60であるのに対し、筑後のもの 

だけは2 « = 40であることを報告され、これを牛シュウ

スズメ ノヒェ「筑後系」と呼ばれた（池田、 1974 )。 

こ の 「筑後系」は、有明海沿岸のクリーク地帯に広が

っていることがわかり、芝 山 ら （ 1976 ) はこれを「キ 

シュウスズメ ノヒエ亜種」と呼んで、ふつうのキシュウ 

スズメ ノヒェから区別した0最近になって、 千蔵ら（1982 ) 

はこれに「チクゴスズメ ノヒェ」という新称を与えたが、 

まだ学名は付けられないままである（というより、正確 

な同定がなされていないというべきか)。

こ の 「キシュウスズメ ノヒエ亜種」は、キシュウスズ 

メノヒェに比べて全体的に大型で、稈や葉鞘部に毛が密

生することで明瞭に区別がつく。•キシュゥスズメ ノヒエ 

はC4型の光合成回路をもち、光合成能力が高い。その 

ため、休耕田で栽培する牧草としての利用が検討されて 

いるという。一方、その高い生産力の故に、九州のクリ 

ークなどではどんどんふえ、雑草害をもたらしている。 

特に、こ の 「亜種」の勢いがすごいらしい。

「キシュゥスズメ ノヒエ亜種」の分布については、筑 

後川流域以外では詳しくわかっていない。兵庫県下の溜 

池にも侵入して定着している場所を数ケ所確認している 

が、少なくとも西日本では、各地に広がっているのでは 

ないかと想像される。今後、水生雑草の一つとして注目 

する必要があると思うので、本会会員の皆様にも注意し 

ていただきたく筆を取った次第である。
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